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土づくりの城

しずかに話そう　　　　　　　　　　　　　　ゆっくり歩こう

ケースや物にさわらない　　　　　　　　　　えんぴつを使おう

展示室での約束

まめのぶくん

このシートでは展示室の

　　マークのところを

見るのじゃぞ！

第２常設展示室では、安土城や織田信長に関するものを中心に、

「城」をテーマにした展示を行っています。

滋賀県立安土城考古博物館へようこそ！

下に示したなぞが、本当かどうか、なぜそうなのか、

展示を見ながらまめのぶくんといっしょに調べてみよう！

なぞ その４　
　　　　　　　安土城より前の城は石垣のない城だった？
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気づいたことや分かったことをメモしておこう！
き わ

３． 信長は城を建てるために、どうして水で囲まれた場所を選んだのかな？

ヒント：城の構造、人の服装、建物、建てられた場所は何のための工夫かな？

なぜ：　

簡単　・　難しい　（考えた方にどちらか〇をつけて、理由も考えてみよう）

２． もし自分が城を攻めるなら、土塁や堀があって、戦う格好をした人が守っ

　　ている城へ侵入するのは簡単かな？

なぜ：　

便利　・　不便　（考えた方にどちらか〇をつけて、理由も考えてみよう）

１． もし自分が土づくりの城に住んでいたら、まわりに色々なしかけのある城

　　での生活は便利かな？

考えてみよう
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② 土づくりの城に建てられた建物を選んでみよう。

ウ . イ . ア . 

ウ . イ . ア . 

②　城を守っている人の服装を選んでみよう。

城にいる人は武器を持ってあまり目立たない格好をしてい

るぞ。建物も安土城とはずいぶん違うイメージじゃ。
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模型は戦国時代の城の建て方の本「築城記」を参考にしています。

＊「築城記」とは…

越前（今の福井県）の武将だった朝倉氏に伝わった資料です。当時の城づ

くりの教科書のようなものです。

「城」という漢字の通り、

城はまさに「土」から「成」るものだったんじゃ。

やってみよう

土塁・

堀　・

虎口・

曲輪・

・ア　深く広い溝のこと。弓矢や、槍から城全体を守る。

・イ　台形状の盛り土のこと。この上に塀や柵を建てて

　　　敵を攻撃したり、侵入を防いだりする。

・エ　城の出入り口のこと。敵が入ってくるのを防ぐた

　　　めに折れ曲がった形などをしている。

・ウ　堀や土塁で区切った平らな所のこと。

①　構造にはそれぞれどんな役割があったのか、構造の名前と役割を模型

　　を見ながら線で結んでみよう。

１．  土づくりの城の模型や解説を見ながら、クイズに答えてみよう。

城に隠されたしかけから、昔の人たちの戦の知恵を知ることができます。

土を土台とした城のしかけは、城づくりの基本として、後の時代にも長く引きつ

がれていきます。

「日本の城」と聞いて、地面を削って土を積み上げただけで、石をほとんど使っ

ていない土づくりの城をイメージする人は少ないかもしれません。しかし、安土

城が建てられるまでは、こうした城が一般的でした。

なぞ その４　
　　　　　　　安土城より前の城は石垣のない城だった？

いしにほん き つち

あづちじょう まえ

いくさ

きほん

あづち

かく

けずじめん

ひ

いっぱんてきた

こた

むす

じょう

せんみ

ひと

ちえむかし

あと

すく

し

こうぞう

なが

いしがきしろ

つ あげ

かいせつ

くるわ

な

どるい

どるい

も

ふか

うえ

やり

かんじ

ほり

てき

こぐち

しろ

つか

つち

しろ

しろ

ひとしろ

しろしろつち じだいどだい

もけい み

しろ

しろつち

やくわり こうぞう やくわり もけいなまえ

とお

ふせ

しろ

しろ つち

てき

しろぜんたい

しろ

ひろ みぞ ゆみや まも

かたち

ふせ

ほり

だいけいじょう つち

こうげき しんにゅう

くぎ たいら ところ

へい さく た

ぐちでい はい

お ま


